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広　報

今月号の主な内容

2006. No.9284

見事！板氷４枚割り�
３月５日㈰、市役所１階市民ロビーで「国際交流フェスタin
ITO 2006」（主催：伊東国際交流協会、伊東市）が開催され
ました。市民など約1200人が来場し（主催者発表）さまざ
まなイベントを楽しみましたが、なかでも「大室山一騎道
場」師範ユセフ ラスリさん（イラン）による板氷４枚割り
が成功した際には、多くの拍手かっさいが起こりました。

「日本に来て15年ほど、伊東に来てから
はもう10年ぐらい経っています。既に伊
東の生活にも慣れ、自分の生まれたまちの
ように好きになりました。空手を始めたの
は、格闘技が好きだから。今後の目標とし
ては、自分の道場から世界的なプロ選手が
出せたらいいなと思っています」

「大室山一騎道場」師範　�
ユセフ ラスリさん（イラン）�

　　　　　　　　　　　　　　……………… Ｐ2～7

　　　　　　　　　　………………………………Ｐ8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………Ｐ9

特集 まちづくり×予算
介護保険が変わります

市税や水道料金をコンビニで納付できます
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特集�

伊東の未来のために�
このまち�

×

このまちを
より良いものに
したいという
熱き思い

限られた
財源を最大限に
生かすための
創意工夫
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「健康増進」については、健康保養地づくり事業の
新たな展開として、静岡県、東京大学と共同実施す
る「温泉健康筋力づくり共同開発事業」などに取り
組んでいきます。
「観光振興」では、観光コミュニティバスの実証運
行や、東海館の敷地の購入・施設のグレードアップ
を図るとともに、マリンタウンのプロムナードや小
室山公園についても整備を進めていきます。
「行財政改革」では、パソコン１人１台体制の実現
や、行革アドバイザーの導入などにより、簡素で効
率的な行財政運営を目指していきます。

　平成18年度予算が、市議会３月定例会に提案さ

れました。

　一般会計予算は210億2980万円となり、前年度

比3.6％（７億8020万円）の減となりました。

　歳入では、定率減税が半減したことが影響し、市

民税は増加しているものの、評価替えによる固定資

産税の減収によって、市税が1.8％減少しています。

また、事業収入が減収となることや、三位一体改革

が進むことに伴い、国庫支出金はマイナス19.7％

と落ち込んでいます。

　歳出では、義務的経費において退職者の不補充や

特殊勤務手当の見直しにより、人件費が総額で２億

3293万円減少したものの、扶助費が5.1％、公債費

が3.4％増加しています。

　また、建設事業では、市道三の原線・市道吉田道

線の交差点改良や、小室山公園整備事業などの新規

事業に着手することとなりましたが、和泉橋の改修

や山田住宅の建設など、大型事業が一段落したこと

により、建設事業費では４億7079万円、率にして

20.9％の減少となりました。

今年度のまちづくりは“３つのＫ”�

「健康増進」「観光振興」�
「行財政改革」�

に重点を置きます�

一般会計予算は�

210億2980万円�

638億7021万円� 62万3789円�

となりました�

今年度のまちづくりと�
予算のあらましを�
紹介します！�
　市民の皆さん。新年度が
やってきました。
「広報いとう」４月号は恒
例の「今年度のまちづく
り」。今回はタイトルを
「まちづくり×予算」とし
てお届けします。
　これを読めば、今年度の
伊東市の新しい事業など、市
の進める事業がわかります。
t財政課　d内線2331

民生費 衛生費土木費

総務費

公債費

教育費 消防費

観光商工費 その他

210億2980万円

23億3000万円
145億4600万円

6410万円
86億6800万円

343万円
8457万円

65億3595万円
1億円

38億6264万円
3569万円

37億8770万円
28億2233万円

638億7021万円

一般会計予算
特別会計予算
下 水 道
競　　　　輪
観 光 会 館
国民健康保険
交通災害共済
土 地 取 得
老 人 保 健
霊　　　　園
介 護 保 険
老 健 施 設
企業会計予算
病　　　　院
水　　　　道
総　　　　額

※平成18年２月１日現在、33,713世帯で計算

特別会計などを含めた総額は� 一世帯当たり（一般会計）�

が使われています�
内訳

7万4995円 1万8185円1万9770円

5万3451円 3万4457円6万9257円

8万1553円 8万56円19万2065円

市議会3月定例会にのぞむ�
佃市長�
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総
務
関
連

伊
東
国
際
交
流
協
会
運
営
費
補
助
事
業

　
市
役
所
内
の
協
会
事
務
所
を
中
心
市
街
地

に
移
転
し
、
自
立
し
た
活
動
を
行
う
た
め
の

補
助
で
す
。

リ
エ
テ
ィ
市
代
表
団
一
行
歓
迎
事
業

「
タ
ラ
イ
乗
り
競
走
」
に
合
わ
せ
て
来
日
す

る
、
リ
エ
テ
ィ
市
代
表
団
を
歓
迎
す
る
経
費

で
す
。

総
合
案
内
及
び
電
話
受
付
業
務
委
託
事
業

　
こ
れ
ま
で
民
間
に
委
託
し
て
い
た
総
合
案

内
業
務
に
、
電
話
受
付
業
務
を
加
え
て
委
託

し
、
経
費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
事
業

　
行
革
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
導
入
や
、
先
進
都

市
の
視
察
等
を
行
い
、
行
政
改
革
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
施
策
の
効
果
的
・

効
率
的
な
執
行
の
た
め
、
総
務
省
や
県
と
の

情
報
交
換
を
緊
密
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
１
人
１
台
体
制
整
備
事
業

　
本
庁
職
員
と
消
防
本
部
職
員
に
、
１
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
、
業
務
の
さ
ら
な

る
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

荻
出
張
所
開
設
事
業

（
荻
出
張
所
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
設
置
事
業
）

　
荻
出
張
所
開
設
の
た
め
の
備
品
・
消
耗
品

の
購
入
や
、
機
械
器
具
の
借
上
経
費
、
印
鑑

証
明
・
住
民
票
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
、
さ
ら
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
一
式
を
設
置
す
る
経
費

で
す
。

健
康
保
養
地
づ
く
り
事
業

温
泉
健
康
筋
力
づ
く
り
共
同
開
発
事
業

　
県
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
新
た
に
東
京

大
学
と
共
同
で
実
施
す
る
、
温
泉
と
組
み
合

わ
せ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
効
果
を
、

検
証
す
る
事
業
で
す
。

市
税
等
コ
ン
ビ
ニ
収
納
事
業

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
い
て
、
市

県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
を
開
始

し
、
納
税
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

民
生
関
連

障
害
者
自
立
支
援
事
業

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
障

害
者
福
祉
計
画
の
策
定
や
審
査
会
を
設
置
し

ま
す
。
障
害
者（
児
）に
対
す
る
移
動
介
護
事

　
ま
ず
は
、
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
話

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
歳
出
に
関
し
て
は
、
こ
こ
最
近
の
傾
向
で

す
が
、
生
活
保
護
扶
助
費
（
５
ペ
ー
ジ
の
グ

ラ
フ
で
は
民
生
費
に
含
）
が
大
変
増
え
て
い

ま
す
ね
。
決
算
数
字
で
見
る
と
、
こ
の
10
年

間
で
約
12
億
円
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
景
気

が
落
ち
込
み
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
が
従
業

員
を
解
雇
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、

多
く
の
人
が
被
生
活
保
護
者
と
な
っ
た
こ
と

が
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

生
活
保
護
制
度
は
全
国
統
一
の
基
準
で
実
施

さ
れ
て
い
る
の
で
、
伊
東
市
が
特
に
生
活
保

護
基
準
が
ゆ
る
や
か
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
福
祉
関
連
事
業
は
法
令
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
の
で
、
市
独

自
に
予
算
の
節
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
土
木
費
に
関
し
て
は
、
大
型
事
業
で
あ
る

和
泉
橋
の
架
け
替
え
と
市
営
山
田
住
宅
の
建

設
が
一
段
落
し
、
約
４
億
７
千
万
円
、
率
に

し
て
約
20
％
減
少
し
ま
し
た
。
本
来
な
ら
こ

こ
で
次
の
大
型
事
業
に
取
り
掛
か
り
た
い
の

で
す
が
、
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　
歳
入
に
関
し
て
は
、
市
民
税
や
た
ば
こ
税

（
い
ず
れ
も
市
税
）
で
は
増
収
が
見
込
め
る

も
の
の
、
固
定
資
産
税
（
市
税
）
が
評
価
替

え
に
よ
っ
て
約
２
億
１
５
０
０
万
円
の
減
収

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
和
泉
橋
の
架
け
替
え

な
ど
国
の
補
助
が
出
る
大
型
事
業
が
終
了
し
、

三
位
一
体
改
革
も
あ
っ
て
国
庫
支
出
金
は
約

20
％
の
減
額
で
す
。

　
基
金
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
、
医
療
施
設

設
置
基
金
か
ら
２
億
円
、
福
祉
基
金
か
ら
２

千
万
円
を
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
逆
に
一
般
会
計
か
ら

医
療
施
設
設
置
基
金
に
２
千

万
円
を
積
み
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
体
と
し

て
歳
入
は
、

９
年
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
に

な
り
ま
す
。

　
次
に
、
最
近
の
状
況

に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

原　崇

総務部長
はら　　たかし

今年度新たに取り組まれる

主な事業を紹介します。佃

市政における最重要テーマ

「伊東再生」が反映された

内容となっており、「３つ

のＫ」に重点が置かれてい

ます。

最近の伊東市の予算はどん

な状況なのでしょうか。歳

入歳出の金額のみならず、

経常収支比率や財政力指数

など、財政状況についても

担当部長である原崇総務部

長に聞いてみました。

広報いとう 4



業
や
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
利
用
者
負
担

額
の
軽
減
に
対
し
て
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
整
備
事
業

　
社
会
福
祉
法
人
が
八
幡
野
に
開
設
す
る
通

所
授
産
施
設
に
対
し
、
そ
の
整
備
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

衛
生
関
連

新
病
院
構
想
策
定
調
査
事
業

　
新
病
院
構
想
の
策
定
に
要
す
る
経
費
で
す
。

農
林
水
産
関
連

農
道
伊
東
開
拓
線
改
良
舗
装
事
業

　
湯
川
地
内
農
道
伊
東
開
拓
線
の
改
良
舗
装

工
事
を
行
い
ま
す
。

湯
川
小
谷
地
内
予
防
治
山
事
業

　
落
石
事
故
の
未
然
防
止
、
周
辺
民
家
と
水

道
水
の
保
全
を
図
る
た
め
、
急
傾
斜
地
の
落

石
防
止
工
事
を
施
工
し
ま
す
。

林
道
大
平
線
改
良
事
業

　
林
道
大
平
線
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

林
道
荻
線
改
良
事
業

　
林
道
荻
線
の
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

観
光
商
工
関
連

東
海
館
孔
雀
の
間
改
修
事
業

　
未
改
修
の
た
め
公
開
し
て
い
な
い
３
階
の

孔
雀
の
間
を
改
修
し
、
東
海
館
を
よ
り
魅
力

の
あ
る
観
光
施
設
に
し
ま
す
。

観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
運
行
事
業

　
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
と
市
街
地
を
周
遊
す
る
観

光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
試
験
運
行
し
、
観

光
客
の
利
用
状
況
等
を
調
査
し
ま
す
。

伊
東
温
泉
夢
ゴ
ル
フ
誘
客
事
業

　
首
都
圏
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

市
内
宿
泊
施
設
利
用
券
や
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

券
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
誘
客
を
図
り
ま
す
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
事
業

　
陸
域
施
設
と
海
域
施
設
の
間
を
結
ぶ
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
の
法
面
等
を
活
用
し
、
ウ
ォ
ー
タ

ー
感
覚
あ
ふ
れ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、

来
場
者
が
休
憩
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し

ま
す
。

（
６
ペ
ー
ジ
上
段
へ
）

　
伊
東
市
の
一
般
会
計
予
算
は
、
こ
こ
10
年

ほ
ど
で
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
（
６
ペ

ー
ジ
グ
ラ
フ
１
）
。
景
気
低
迷
に
よ
る
市
税

収
入
の
減
少
な
ど
が
、
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
年
度
の
予
算
は
約
２
１
０
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
こ
れ
以
下

に
落
と
し
て
し
ま
う
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
ま
ね
く
恐
れ
が
あ
る
し
、
ま
た
こ
れ

を
こ
れ
以
上
に
あ
げ
て
し
ま
う
と
、
今
度
は

歳
入
が
追
い
つ
い
て
い
き
ま
せ
ん
。
現
在
の

・一般会計　税収入を主な収
入として、行政の一般的な
事業の経理を行うもの
・特別会計　一般会計とは区
別して、その事業の収支を
単独で処理する必要がある
もの
・自主財源　市税など、自前
で確保できるお金
・依存財源　国や県からの交
付金や借金など、他に依存
するお金
・使用料・手数料　市の施設
の使用料や、証明手数料な
どのお金
・諸収入　貸付金の元利収入
など
・その他　基金を取り崩した
繰入金などのお金
・市債　市の借金のこと。大
規模な事業を行うため、国
などから借り入れたお金
・国庫・県支出金　特定の目
的のために、国や県から交
付されたお金
・地方交付税　市町村が標準
的な仕事をする際に、その
財政状況に応じて交付され
るお金
・義務的経費　歳出のうち、
支出が義務付けられたもの
・扶助費　各種医療費の助成
など、福祉法令によるお金
・公債費　借り入れた地方債
（借入金。伊東市の場合は
市債）の返済のためのお金
・物件費　委託料や使用料、
消耗品費、光熱水費などの
お金
・補助費等　特定の事業や団
体への、補助金や交付金の
こと
・基金　特定の目的のため積
み立てるお金
・繰出金　一般会計から特別
会計などへ繰り出したお金

財政用語の�
意味�

議会費
2億4406万円 1.2%

総務費
23億3486万円 11.1%

民生費
64億7510万円 30.8%

衛生費
26億9893万円 12.8%

観光商工費
6億6651万円 3.2%

土木費
27億4938万円 13.1%

消防費
11億6165万円 5.5%

教育費
18億 200万円 8.6%

公債費
25億2829万円 12.0%

その他
3億6902万円 1.7%

市　税
118億8255万円 56.5%

使用料及び手数料
７億3966万円 3.5%

諸収入
２億7538万円 1.3%

その他（自主財源）
１億9159万円 0.9%

その他（依存財源）
22億6100万円 10.7%

地方消費税交付金
７億5000万円 3.6%

県支出金
９億6494万円 4.6%

市　債
19億7560万円 9.4%

国庫支出金
19億8908万円 9.5%

自
主
財
源

62.2%

依
存
財
源

37.8%

歳　出 歳　入

一般会計予算の内訳�
総額210億2980万円

簡単にご説明します�
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商
店
街
等
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
補
助
事
業

　
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
に
よ
る
装
飾
で
、
商
店

街
等
の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
し
、
誘
客
を
図
る

事
業
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

伊
東
菓
子
博
覧
会
補
助
事
業

　
伊
東
菓
子
商
組
合
が
行
う
、
新
商
品
の
紹

介
や
菓
子
作
り
実
演
な
ど
を
中
心
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

商
店
街
共
同
施
設
設
置
補
助
事
業

　
湯
の
花
通
り
共
栄
会
が
実
施
す
る
カ
ラ
ー

舗
装
改
修
工
事
に
対
す
る
補
助
で
す
。

土
木
関
連

三
の
原
線
道
路
改
良
事
業
（
交
差
点
改
良
）

　
吉
田
地
内
の
国
道
１
３
５
号
と
、
市
道
三

の
原
線
の
交
差
点
改
良
工
事
に
係
る
測
量
・

実
施
設
計
等
で
す
。

吉
田
道
線
道
路
改
良
事
業
（
交
差
点
改
良
）

　
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
伊
東
商
業
高

校
前
の
交
差
点
を
改
良
す
る
た
め
、
吉
田
道

線
の
付
け
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整
備
事
業

　
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
交
差
点
改
良
や
歩
行
空
間
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
、
歩
車
共
存
道
路
の
整
備
を

行
う
事
業
で
す
。
平
成
18
年
度
は
、
広
野
１

号
線
と
南
・
桜
ヶ
丘
２
号
線
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

小
室
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
事
業

　
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
の
６
面
を
、
人
工
芝
コ
ー

ト
に
改
修
し
ま
す
。

小
室
山
公
園
整
備
事
業

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
横
の
芝
生
広
場
を
、
暫
定

駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
遊
歩
道
を

兼
ね
た
進
入
路
を
整
備
し
ま
す
。

市
営
住
宅
汚
水
処
理
下
水
道
化
事
業

　
新
山
住
宅
の
汚
水
処
理
を
、
下
水
道
に
切

り
替
え
ま
す
。

市
営
住
宅
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
老
朽
化
し
た
空
き
部
屋
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
こ
と
で
入
居
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

入
居
者
に
は
退
去
時
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
義

務
づ
け
ま
す
。

市
営
住
宅
火
災
警
報
器
設
置
事
業

　
改
正
消
防
法
に
基
づ
き
、
角
折
住
宅
に
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
す
。

赤
坂
住
宅
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業

　
赤
坂
住
宅
の
天
井
吹
き
つ
け
材
に
含
ま
れ

て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
（
非
飛
散
）
に
対
し
、

囲
い
込
み
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
関
連

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
買
替
事
業

　
常
備
消
防
１
台
、
非
常
備
消
防
（
第
16
分

団
）
１
台
、
計
２
台
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
購
入
し
ま
す
。

教
育
関
連

伊
東
市
書
道
教
育
特
区
研
究
開
発
事
業

　
平
成
17
年
11
月
に
、
構
造
改
革
特
別
区
域

計
画
と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
伊
東
市
書
道
教

育
特
区
」
の
推
進
の
た
め
、
南
小
を
研
究
開

発
学
校
に
指
定
し
、
書
道
を
通
し
た
心
の
教

育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
学
校
指
導
用
教
科
書
改
定
事
業

　
３
年
に
一
度
の
教
科
書
改
定
の
た
め
、
教
師

用
教
科
書
、
指
導
書
、
教
材
を
購
入
し
ま
す
。

第
24
回
国
民
文
化
祭

し
ず
お
か
２
０
０
９
準
備
事
業

状
況
を
考
え
る
と
、
こ
れ
が
伊
東
市
に
と
っ

て
最
適
な
予
算
規
模
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
度
は
経
常
収
支
比
率
（
グ
ラ
フ
２
）
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
経
常
収
支
比
率
と
は
、

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
普
通
に
入
っ
て

く
る
収
入
と
、
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
普

通
に
出
て
行
く
支
出
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

普
通
に
入
っ
て
く
る
収
入
が
１
０
０
万
円
で
、

普
通
に
出
て
行
く
支
出
が
80
万
円
だ
と
す
る

と
、
経
常
収
支
比
率
は
80
％
に
な
り
ま
す
。

こ
の
数
値
が
上
が
っ
て
い
く
と
財
政
的
な
余

裕
が
な
く
な
り
、
硬
直
化
が
進
み
ま
す
。
伊

東
市
も
徐
々
に
数
字
が
高
く
な
っ
て
苦
し
い

状
態
で
す
が
、
８
５
・
７
％
と
い
う
数
値
は

県
下
23
市
中
18
番
目
、
全
国
７
３
２
市
中
１

４
２
番
目
で
す
。
経
常
収
支
比
率
は
一
般
的

に
75
％
程
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
財
政
力
指
数
（
７
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
３
）
は
、

総
務
省
が
地
方
交
付
税
の
算
定
を
す
る
た
め

に
、
あ
る
一
定
の
ル
ー
ル
に
よ
り
計
算
し
た

も
の
で
す
。
収
入
が
１
０
０
万
円
で
支
出
が

１
２
０
万
円
だ
と
す
れ
ば
、
20
万
円
が
足
り

な
く
な
る
の
で
、
そ
の
分
を
地
方
交
付
税
で

補
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
財
政
力
指

数
は
１
０
０
÷
１
２
０
と
い
う
こ
と
で
、
１

以
下
に
な
り
ま
す
。
伊
東
市
は
昭
和
57
年
以

来
17
年
間
、
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
で

し
た
が
、
最
近
は
１
を
割
り
込
み
、
地
方
交

付
税
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
０
・
９
０
５

（
16
年
度
）と
い
う
数
値
は
県
下
23
市
中
13
番

目
、
全
国
７
３
２
市
中
１
４
０
番
目
で
す
。

　
今
、
市
は
「
伊
東
再
生
」
を
実
現
す
る
べ

く
、
財
政
健
全
化
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
職
員
の
退
職
金
を
見
直
し
、
手

当
て
の
カ
ッ
ト
な
ど
に
ふ
み
切
り
ま
し
た
。

共
に
住
み
や
す
い
伊
東
市
を
つ
く
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
10
年
度

平
成
９
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
10
年
度

平
成
９
年
度

平
成
８
年
度

平
成
７
年
度

伊東市の最近10年間の予算額�

100
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平
成
21
年
度
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第

24
回
国
民
文
化
祭
し
ず
お
か
２
０
０
９
」
の

準
備
経
費
で
す
。

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

　
観
戦
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
市
民
体
育
セ
ン
タ

ー
を
改
修
し
、
観
客
席
を
設
置
し
ま
す
。

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
・
市
民
運
動
場

電
気
設
備
改
修
事
業

　
老
朽
化
し
て
い
る
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
・

市
民
運
動
場
の
電
気
設
備
（
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
）
を
改
修
し
ま
す
。

観
光
会
館

吸
収
式
冷
凍
機
改
修
事
業

　
観
光
会
館
ホ
ー
ル
の
冷
房
装
置
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

観
光
会
館
本
館
会
議
棟
窓
枠
等
改
修
事
業

　
観
光
会
館
本
館
会
議
棟
の
窓
枠
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

土
地
取
得

東
海
館
土
地
取
得
事
業

　
伊
東
温
泉
観
光
・
文
化
施
設
「
東
海
館
」

の
土
地
を
取
得
し
ま
す
。

介
護
保
険

地
域
支
援
事
業

　
介
護
予
防
事
業
と
包
括
的
支
援
事
業
に
要

す
る
経
費
で
す
。

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
10
年
度

平
成
９
年
度

平
成
８
年
度

平
成
７
年
度

伊東市の財政力指数�
平成7年度～16年度

0.80

1.00

0.90

1.10

1.20

1.30

1.40

近隣市の経常収支比率（％）と財政力指数�
平成14年度～16年度の３か年平均

静岡市（中核市）

沼津市（特例市）

三島市

熱海市

伊東市

下田市

伊豆市

御殿場市

裾野市

経常収支比率(%)

85.5

78.9

78.5

86.4

85.7

89.8

84.6

78.9

75.1

財政力指数

0.87

1.01

0.87

1.02

0.92

0.57

0.52

1.08

1.43

1.30

1.00

0.90

参考�

グラフ3

この特集に関するお問い合わせは財政課☎内線2331まで

食費

教育費・医療費

ローン返済

光熱水費・携帯電話代

家・車の修繕費

保険料・子どもへの小遣い

貯金

株式の購入・友人への融資

子どもたちへの仕送り

家屋の新築・車の買替え

自然災害による家の補修

合　計

人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費

積立金・予備費

投資及び出資金・貸付金

繰出金

普通建設事業費

災害復旧事業費

合　計

154,221円

77,322円

63,062円

75,811円

3,738円

20,095円

3,152円

6,443円

76,151円

44,540円

7円

524,542円

61億8298万円

30億9997万円

25億2826万円

30億3941万円

1億4986万円

8億0566万円

1億2638万円

2億5830万円

30億5304万円

17億8567万円

27万円

210億2980万円

29.4

14.7

12.0

14.5

0.7

3.8

0.6

1.3

14.5

8.5

0.0

100.0

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

伊東家の支出 一般会計の歳出で該当する項目

費　　目 区分（性質別）

義
務
的
経
費

56.2
％

そ
の
他
経
費

35.3
％

投
資
的
経
費
8.5
％

構成比

世帯主の収入（給料）

雑収入（配偶者のパート、友
人への貸付金返済金、所有し

ているアパートの家賃収入）

貯金の取り崩し

先月の給料の残り

親からの援助（仕送り）

住宅ローン・教育ローン

合　計

市税

財産収入・使用料手数
料・諸収入・分担金負担
金・寄附金

繰入金

繰越金

地方交付税・譲与税・各
交付金・国県支出金

市債

合　計

296,383円

29,802円

45円

250円

148,784円

49,278円

524,542円

118億8255万円

11億9481万円

182万円

1000万円

59億6502万円

19億7560万円

210億2980万円

56.5

5.7

0.0

0.0

28.4

9.4

100.0

％

％

％

％

％

％

％

伊東家の収入 一般会計の歳入で該当する項目

費　　目 区　　分

自
主
財
源

62.2
％

依
存
財
源

37.8
％

構成比

伊東市の予算を家計に例えると…�ちな
みに
！�

　一般会計の予算を１か月の実収入52万4542円（総務省
統計局「家計調査」平成15年１世帯当たりの１か月の収
入）に置き換えてみました。
　収入では、自ら稼いだお金（自主財源）は62.2％の32
万6480円であり、残りの37.8％は親からの援助や借金
（依存財源）に頼っている状況です。一方、支出では食
費、医療費、教育費、ローン返済など、簡単に減らすこ
とができない経費（義務的経費）が半分以上の56.2％を
占め、家屋の新築や新車の購入（投資的経費）などは8.5
％にとどまっています。

表中の構成比については、小数点以下第2位を四捨五入し、数値の調整は行って
いません。�
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予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
と

転
換
し
ま
す

１
新
予
防
給
付
の
創
設

　
介
護
保
険
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
自
立
支
援
」
を
徹
底
し
て
い
く

た
め
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に

な
る
前
か
ら
介
護
予
防
に
向
け
た

一
貫
性
・
連
続
性
の
あ
る
「
介
護

予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
確
立
し

ま
す
。

　
特
に
、
介
護
度
が
要
支
援
１
・

２
（
現
在
の
要
支
援
、
要
介
護
１

の
一
部
）
の
高
齢
者
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
対
象
者
の
範

囲
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
体
制
な
ど
を
見
直
し
ま

す
。
そ
し
て
、
軽
度
の
高
齢
者
に

本
来
の
意
味
で
の
介
護
予
防
給
付

を
行
う
「
新
予
防
給
付
」
を
創
設

し
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
こ
れ
ま
で

の
サ
ー
ビ
ス
を
生
活
機
能
の
維

持
・
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
見
直

し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
機
能
の
維

持
・
向
上
に
効
果
が
明
ら
か
な
運

動
器
の
機
能
向
上
、
栄
養
改
善
、

口
腔
機
能
向
上
な
ど
の
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

２
地
域
支
援
事
業
の
創
設

　
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

介
護
予
防
事
業
を
新
た
に
設
け
、

地
域
に
お
い
て
継
続
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
い
な
が
ら
、
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

○
介
護
予
防
事
業

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
で
は

な
く
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
て

い
る
人
を
対
象
に
、
基
本
健
診
な

ど
の
機
会
を
通
じ
て
必
要
と
認
め

ら
れ
た
人
に
、
運
動
器
の
機
能
向

上
や
栄
養
改
善
な
ど
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

○
包
括
的
支
援
事
業

　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
高
齢
者
の
総
合
相
談
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
の
調
整
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
事

業
な
ど
を
、
総
合
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

○
権
利
擁
護
事
業

　
虐
待
に
関
す
る
相
談
や
、
成
年

後
見
制
度
の
利
用
の
た
め
の
情
報

提
供
な
ど
、
高
齢
者
の
虐
待
防
止
な

ど
の
権
利
擁
護
事
業
を
行
い
ま
す
。

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
を

創
設
し
ま
す

　
身
近
な
地
域
で
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟

に
提
供
で
き
る
よ
う
、
新
た
に

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
を
創

設
し
ま
す
。
こ
れ
は
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
認
知
症
の
高
齢
者
な

ど
、
自
宅
で
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
が
対
象
で
、
在
宅
支
援
を

強
化
す
る
目
的
で
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
例
と
し
て
、
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
認

知
症
高
齢
者
専
用
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

t

高
齢
者
福
祉
課

　
d

内
線
２
５
３
２

　
　
　
　
２
５
３
８

高齢者�

今は介護を必要としていない高齢者�

新しい介護保険の全体イメージ

自立した生活を�
送れる高齢者　�

要支援・要介護�
状態になるおそ�
れのある高齢者�

要介護�
1・2・3・4・5

要支援�
1・2

地域支援事業� 介護給付�新予防給付�

介護や支援を必要としている高齢者�

よ
う
ご

介護保険が
変わります
いつまでもいきいきと

暮らすために

広報いとう 8



「
ゆ
う
ゆ
う
パ
ス
」
の

購
入
費
を
助
成
し
ま
す

「
ゆ
う
ゆ
う
パ
ス
（
高
齢
者
対
象

の
バ
ス
割
引
乗
車
証
）
」
の
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ゆ
う
ゆ
う
パ
ス
と
は

　
東
海
バ
ス
を
ご
利
用
の
際
、
ゆ

う
ゆ
う
パ
ス
を
呈
示
す
れ
ば
、
伊

東
市
内
の
適
用
路
線
は
、
利
用
区

間
に
か
か
わ
ら
ず
１
０
０
円
（
現

金
の
み
）
の
運
賃
で
利
用
で
き
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
助
成
額

　
本
年
３
月
31
日
現
在
で
、
市
内

に
１
年
以
上
居
住
し
、
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
70
歳

以
上
（
昭
和
11
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）
の
方
で
す
。
１
人
が
受

け
ら
れ
る
助
成
額
は
、
年
度
内
に

１
回
、
５
千
円
で
す
。

購
入
方
法

　
今
年
度
新
た
に
対
象
と
な
っ
た

方
全
員
と
、
昨
年
度
助
成
制
度
を

利
用
し
て
ゆ
う
ゆ
う
パ
ス
を
購
入

し
た
方
に
対
し
、
助
成
用
の
ハ
ガ

キ
を
４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

左
記
の
「
ゆ
う
ゆ
う
パ
ス
販
売

所
」
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
購

入
の
際
は
必
ず
助
成
用
の
ハ
ガ
キ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
伊
豆
東
海
バ
ス
伊
東
駅
前
案
内

所
☎
(36)
７
０
７
７

・
伊
豆
東
海
バ
ス
伊
東
営
業
所

（
荻
車
庫
）
☎
(37)
５
１
２
１

・
東
海
自
動
車
本
社
自
動
車
営
業

部
（
渚
町
）
☎
(36)
１
１
１
２

ご
不
明
な
点
は
、
高
齢
者
福
祉

課
☎
内
線
２
５
３
８
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
税
や
水
道
料
金
を

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

〜
４
月
分
か
ら
〜

　
今
ま
で
市
税
等
の
納
付
は
、
金

融
機
関
や
郵
便
局
、
市
役
所
や
出

張
所
等
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
18
年
４
月
分
か
ら
夜
間
や
休

日
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

・
上
下
水
道
料
金

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
納
付
書
に
は
、

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
し
て
あ
り
、

銀
行
な
ど
金
融
機
関
と
共
通
で
使

え
ま
す
。

ご
注
意
！

　
次
の
も
の
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
印
刷
が

な
い
も
の
や
、
バ
ー
コ
ー
ド
部

分
に
破
損
な
ど
が
あ
る
も
の

・
各
期
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え

る
も
の

・
納
期
限
（
利
用
期
限
）
が
過
ぎ

た
も
の

・
金
額
が
訂
正
さ
れ
た
も
の

　
右
記
の
理
由
な
ど
に
よ
り
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き

な
い
方
は
、
銀
行
等
の
金
融
機
関

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

t

収
納
課

　
☎
内
線
２
３
７
１

市
税
前
納
報
奨
金
制
度
が

廃
止
に
な
り
ま
す

〜
平
成
18
年
度
か
ら
〜

　
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
や
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い

て
、
第
１
期
の
納
期
限
内
に
全
期

分
を
一
括
し
て
納
付
し
て
い
た
だ

い
た
場
合
の
「
前
納
報
奨
金
」
が
、

平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
税
収
の
早
期
確
保
、

納
税
意
識
の
高
揚
と
併
せ
て
、
前

納
に
対
す
る
金
利
面
を
考
慮
し
て

設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
が
、

・
市
県
民
税
を
給
与
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て
い
る
納

税
者
は
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と

や
、
資
金
に
余
裕
の
あ
る
納
税

者
し
か
利
用
で
き
な
い
な
ど
、

不
公
平
な
点
が
あ
っ
た
こ
と

・
県
内
で
本
制
度
を
存
続
し
て
い

る
の
は
、
平
成
17
年
度
現
在
本

市
を
含
め
２
市
の
み
で
あ
る
こ

と
・
預
金
金
利
等
と
大
き
な
格
差
が

生
じ
て
い
る
前
納
報
奨
金
制
度

を
、
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
こ
と

　
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
廃
止
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
本
制
度
の
運
用
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
の
ご
理

解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
全
期
分
一
括
の
納
付
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

t

収
納
課

　
☎
内
線
２
３
７
１

市役所の電話番号�
0557-

36-0111

本年度も「ゆうゆうパス」の購
入費の一部を助成します。�

バーコードが印刷してある納付書で納める
ことができるのは、セブンイレブン、ロー
ソン、ファミリーマート、ミニストップの
市内各店です。�
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知って得する�

健康情報�

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
市
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
応
援

ス
タ
ッ
フ
を
、
広
く
市
民
の
方
か

ら
募
集
し
ま
す
。
募
集
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
イ
ベ
ン
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」
ペ
ー
ジ
を
見

て
い
た
だ
く
か
、
観
光
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
用

紙
に
つ
い
て
は
、
観
光
課
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。

t

観
光
課

　
☎
内
線
２
７
１
３

「
東
海
館
」
の
入
館
が

有
料
に
な
り
ま
す

　
平
成
13
年
７
月
の
開
館
以
来
、

多
く
の
方
が
来
館
し
て
い
る
「
伊

東
温
泉
観
光
・
文
化
施
設
　
東
海

館
」
は
、
現
在
ま
で
入
館
料
が
無

料
で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
建
物
の
未
改
修
部
分
の
改

修
や
、
維
持
管
理
を
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
７
月
１

日
か
ら
入
館
料
を
有
料
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
（
上
表
）
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

t

観
光
課

　
☎
内
線
２
７
１
５

小
室
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
使
用
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
小
室
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、

老
朽
化
に
伴
い
順
次
改
修
を
行
い
、

利
用
者
の
利
便
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
改
修
や
維
持
管
理
を

充
実
さ
せ
、
よ
り
良
い
施
設
と
す

る
た
め
に
、
10
月
１
日
使
用
分
か

ら
使
用
料
を
左
記
の
よ
う
に
改
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

t

観
光
課

　
☎
内
線
２
７
１
５

点
字
を
学
ん
で

目
の
見
え
な
い
方
の
支
援
を

　
建
物
の
案
内
や
駅
の
改
札
に
、

点
字
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
目

の
見
え
な
い
方
を
支
援
す
る
た
め
、

点
字
を
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

期
　
間
　
５
月
13
日
〜
７
月
22
日

　
毎
週
土
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
（
全
11
回
）

会
　
場
　
伊
東
市
児
童
・
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ば
た
き

３
階
集
会
室

定
　
員
　
15
人

受
講
料
　
点
字
器
代
金
等
と
し
て
、

千
円
程
度
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

申
　
込
　
４
月
３
日
㈪
〜
21
日
㈮

に
、
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

t

社
会
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
１
９

重
度
心
身
障
害
者

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
制
度

　
重
度
の
心
身
障
害
を
お
持
ち
の

方
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

対
　
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
の
方
、
療
育
手
帳
Ａ
の
方

内
　
容
　
１
枚
に
つ
き
小
型
タ
ク

シ
ー
基
本
料
金
に
相
当
す
る
助

成
券
を
、
年
間
24
枚
助
成

申
請
受
付
　
４
月
３
日
㈪
〜

※
出
張
所
等

は
４
月
６

日
㈭
〜
28

日
㈮
に
受

け
付
け
ま

す
。

t

社
会
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
１
９

重
度
心
身
障
害
者
等
介
護
者

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
費
用
助
成
制
度

　
日
ご
ろ
重
度
心
身
障
害
者
等
を

介
護
し
て
い
る
方
に
対
し
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

対
　
象
　
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
方
の
「
介
護
者
」

※
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方
と

は
、
重
度
の
心
身
障
害
を
お
持

ち
の
方
や
、
寝
た
き
り
ま
た
は

認
知
症
の
方
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

内
　
容
　
被
介
護
者
１
人
に
つ
き

年
間
６
枚
（
１
枚
３
千
円
相

当
）
を
助
成
（
１
回
の
施
術
に

１
枚
使
用
可
）

申
請
受
付
　
４
月
３
日
㈪
〜

※
出
張
所
等
は
４
月
６
日
㈭
〜
28

日
㈮
に
受
け
付
け
ま
す
。

t

社
会
福
祉
課

　
☎
内
線
２
５
１
９

市役所の電話番号�
0557-

36-0111

※団体とは、20人以上の団
体のことを指します。小人
とは小中学生、大人とは就
学前の児童及び小人を除い
た人のことを指します。

わ
た
し
も
学
生
時
代
に�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を�

や
り
ま
し
た�
観光課事務員

出口　卓

時　　間

一　　般

学生生徒

営 業 等

（　）内は改定前の使用料

入場料の類を
徴収しない時
２時間

2,000円
（1,000円）

1,600円
（800円）
6,000円

（3,000円）

入場料の類を
徴収する時
１日

24,000円
（12,000円）

12,000円
（6,000円）

80,000円
（40,000円）

小室山公園テニスコート使用料（コート１面につき）

区分

大人

小人

個人

200円

100円

団体

150円

50円

東海館入館料（１人１回につき）

広報いとう 10



「
健
康
づ
く
り
食
生
活

推
進
員
」
を
養
成
し
ま
す

　
講
義
や
実
習
を
通
じ
て
、
健
康

づ
く
り
の
食
生
活
、
カ
ロ
リ
ー
計

算
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。
地
域
や

家
族
の
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と

な
る
食
生
活
推
進
員
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

日
　
程
　
５
月
か
ら
３
月
の
毎
月

第
４
水
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
（
年
間
11
回
開
催
）
。

開
講
式
　
５
月
24
日
㈬

対
　
象
　
健
康
づ
く
り
や
料
理
に

関
心
の
あ
る
方

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

費
　
用
　
３
\

３
０
０
円

（
調
理
実
習
費
と
し
て
３
０
０
円

×
11
回
分
）

定
　
員
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
、
抽
選
）

申
　
込
　
４
月
26
日
㈬
ま
で
に
電

話
で

中
期
離
乳
食
講
座

　
離
乳
食
中
期
〜
後
期
の
教
室
で

す
。
離
乳
食
の
作
り
方
や
保
存
方

法
、
取
り
分
け
な
ど
を
実
習
し
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
27
日
㈭
10
時
〜

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
17
年
８
月
〜
９
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族

の
方

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
　
込
　
４
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮

に
電
話
で

歯
と
栄
養
の
教
室

　
子
ど
も
の
食
事
や
、
歯
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

身
体
計
測
、
育
児
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
28
日
㈮
９
時
15
分

〜
12
時

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
平
成
17
年
４
月
〜
５
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
ご
家
族

の
方

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
子
ど
も
の
好
き
な
お
も

ち
ゃ

申
　
込

　
４
月
３
日
㈪

　
〜
14
日
㈮
に

　
電
話
で

知って得する�

健康情報�
知って得する�

健康情報�
申込み・お問い合わせは・・・
保健福祉センター（健康推進課）
d37-6321または
d36-0111 内線2565～2567へ
※土日祝日を除く

「
水
質
検
査
計
画
」
を
公
表

　
水
道
部
工
務
課
で
は
、
皆
さ
ん

に
「
安
全
で
良
質
な
水
道
水
」
を

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
き
め

の
細
か
い
水
質
検
査
を
実
施
し
、

平
成
17
年
度
に
「
水
質
検
査
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
「
平

成
18
年
度
水
質
検
査
計
画
」
を
策

定
し
、
４
月
１
日
か
ら
公
表
し
て

い
ま
す
。
市
役
所
工
務
課
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、「
暮
ら
し
の
ガ
イ

ド
」
↓
「
上
下
水
道
」
↓
「
上
水

道
」
↓
「
水
質
検
査
計
画
」
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

t

水
道
部
工
務
課

　
☎
内
線
２
７
７
４

水
道
に
関
す
る
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
安
全
で
お
い
し
い
水
」
を
皆
さ

ん
に
供
給
す
る
た
め
、
水
道
部
で

は
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お

書
き
添
え
の
上
、
左
記
あ
て
先
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
水
道
に
関

す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構

で
す
。

あ
て
先
　
〒
４
１
４
‐
８
５
５
５

伊
東
市
大
原
２
‐
１
‐
１
　
伊

東
市
役
所
水
道
部
業
務
課
　
℻
(36)

４
６
８
１

　
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。「
暮
ら

し
の
ガ
イ
ド
」
↓
「
上
下
水
道
」
↓

上
水
道
」
↓
「
水
道
に
関
す
る
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
」
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

t

水
道
部
業
務
課

　
☎
内
線
２
７
９
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
が

行
わ
れ
ま
す

　
指
定
数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯

蔵
・
取
り
扱
い
す
る
た
め
の
資
格

「
危
険
物
取
扱
者
」
の
試
験
と
、
そ

の
予
備
講
習
が
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。

【
予
備
講
習
】

日
　
時
　
５
月
19
日
㈮

願
書
受
付
　
４
月
３
日
㈪
〜
17
日
㈪

会
　
場
　
伊
東
市
観
光
会
館

【
試
　
　
験
】

日
　
時
　
６
月
11
日
㈰
　
10
時
〜

12
時

願
書
受
付
　
４
月
５
日
㈬
〜
14
日
㈮

試
験
種
類
　
乙
種
全
種
・
丙
種

会
　
場
　
伊
東
市
観
光
会
館

　
願
書
は
、
消
防
本
部
予
防
課
と

八
幡
野
対
島
支
署
に
あ
り
ま
す
。

t

消
防
本
部
予
防
課

　
☎
(38)
０
１
９
８

2月下旬から3月上旬にかけ
て、市役所1階市民ロビー西側
に、「ひな飾り」と「ひなのつ
るし飾り」が登場しました。ひ
な飾りは伊東百人会が、つるし
飾りは伊東職業訓練校和裁科が
中心となって設置し、来庁者の
目を楽しませました。� 2月23日㈭～26日㈰、伊東温

泉競輪場で第5回東王座戦（Ｇ
Ⅱ）が開催されました。決勝の
行われた最終日は豪雨に見舞わ
れましたが、4日間の入場者数
は12500人に達し、売上も
134億円を突破しました。�
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今月の
　新着予定図書
今月の
　新着予定図書

サ
ー
カ
ス
市
場

三
浦
　
明
博

月
と
ア
ル
マ
ジ
ロ

樋
口
　
直
哉

哀
し
み
の
終
着
駅

赤
川
　
次
郎

そ
ろ
そ
ろ
く
る

中
島
た
い
子

宙
ぶ
ら
ん

伊
集
院
　
静

き
い
ろ
い
ゾ
ウ

西
　
加
奈
子

お
腹
召
し
ま
せ

浅
田
　
次
郎

沖
で
待
つ

絲
山
　
秋
子

も
も
こ
の
21
世
紀
日
記N

'0
5

さ
く
ら
も
も
こ

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ナ
イ
ト

誉
田
　
哲
也

世
間
の
ド
ク
ダ
ミ

群
　
よ
う
こ

挑
戦
者

大
藪
　
春
彦

名
探
偵
は
ど
こ
に
い
る

霧
舎
　
　
巧

文
盲
　
ア
ゴ
タ･

ク
リ
ス
ト
フ
自
伝

ア
ゴ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ

真
夜
中
へ
の
挨
拶

レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ヒ
ル

図
説
　
文
字
の
起
源
と
歴
史

ア
ン
ド
ル
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン

ど
こ
に
も
な
い
ま
ち
を
つ
く
る

斎
藤
　
次
男

食
が
わ
か
れ
ば
世
界
経
済
が
わ
か
る

榊
原
　
英
資

◇
児
童
書
・
絵
本

ど
う
し
た
の
？
へ
ん
て
こ
ラ
イ
オ
ン

禁
断
の
呪
文

あ
か
ち
ゃ
ん
が
教
室
に
き
た
よ

昔
の
子
ど
も
の
く
ら
し
事
典

◇
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

浪
曲
名
人
全
集
　
先
代
広
沢
虎
造
ほ
か
９
巻

落
語
名
人
全
集
　
志
ん
生
ほ
か
39
巻

Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
〜
赤
道
〜

プ
ラ
ト
ー
ン

開館時間　９時30分～18時
休 館 日　月曜日・４月28日F・29日G

t図書館d３６-７４３３

＊事情により、今月の新着とならない場合もあります。
　ご了承ください。

　
市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
市
内
に

点
在
す
る
石
造
物
の
調
査
を
行
っ

て
い
て
、
お
よ
そ
一
九
〇
〇
基
に

の
ぼ
る
石
仏
な
ど
を
確

認
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
中
で
、
一
風
変
わ
っ

た
も
の
が
あ
っ
た
の
で

紹
介
し
て
み
た
い
と
思

う
。

　
場
所
は
宇
佐
美
の
朝

善
寺
（
通
称
、
日
朝
さ

ん
）
で
あ
る
。
写
真
が

そ
れ
で
あ
る
が
、
一
体

何
と
読
め
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
座
り
込
ん
で

し
ば
ら
く
考
え
た
が
、

ど
う
も
は
っ
き
り
し
な

い
。
意
を
決
し
て
住
職

の
内
藤
歓
風
さ
ん
に
教
え
を
請
う

こ
と
に
し
た
。
由
緒
の
概
略
を
聞

き
、
な
る
ほ
ど
と
感
じ
入
っ
た
次

第
で
あ
る
。
真
剣
に
考
え
た
の
が

い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
真
中

の
大
き
な
正
方
形
を
前
後
左
右
の

扁
・
旁
・
冠
・
脚
と
合
体
さ
せ
て

読
む
と
の
こ
と
。
そ
う
す
る
と
、

「
吾
唯
知
足
」
と
い
う
四
文
字
熟

語
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

「
知
足
」
な
る
言
葉
は
、『
老
子
』

の
「
自
勝
者
強
、
知
レ

足
者
富
」（
自

ら
に
勝
つ
者
は
強
し
。
足
る
を
知

る
者
は
富
む
）
等
に
よ
っ
た
も
の

で
、「
足
る
こ
と
を
知
る
。
分
に
安

ん
じ
て
貪
ら
な
い
」
の
意
で
あ
る
。

　
人
間
に
は
数
々
の
欲
望
が
あ
る

わ
け
だ
が
、
人
を
欺
い
て
ま
で
儲

け
よ
う
と
す
る
最
近
の
世
相
を
見

る
に
つ
け
て
も
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
知
足
と
い
う
こ

と
は
、
生
活
の
中
で
何
が
大
切
か

を
考
え
、
不
必
要
な
も
の
殺
ぎ
落

と
し
て
い
く
こ
と
で
も
あ
り
、
物

を
大
事
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

そ
し
て
真
の
知
足
は
欲
望
を
無
理

に
押
さ
え
込
む
の
で
は
な
く
、
自

ら
そ
こ
に
喜
び
を
見
出
す
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
考
え

は
一
方
で
は
経
済
の
停
滞
を
も
た

ら
す
危
険
も
あ
る
が
、
地
球
の
持

続
的
存
続
の
た
め
に
は
必
要
不
可

欠
な
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
朝
善
寺
の
石
造
物
は
、
言

葉
遊
び
の
域
を
超
え
て
、
人
間
の

在
り
方
を
し
め
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

（
佐
藤
陸
郎
）

t

生
涯
学
習
課

　
d

内
線
２
８
４
５

　
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
d

内
線
２
８
９
９

朝善寺にあったこの石造物、その意味するところは…�

ち
ょ
う

に
っ
ち
ょ
う

こ

ぜ
ん

じ

た

へ
ん

つ
く
り

か
ん
む
り

あ
し

わ
れ
た
だ
た
る
を
し
る

ち
そ
くた

や
す

む
さ
ぼ

あ
ざ
む

も
う

そ

ダ

ン ベ ル 体

操

ちよみのちよみのダ

ン ベ ル 体

操 市
史
編
さ
ん

おもしろ
伊東史

足
る
を
知
る

第
10
話
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いとう

創作フェア

vol.5

　毎年秋に開催される「いとう逸品
創作フェア」。腕自慢が競い合って
あれこれと工夫を凝らし、その年々
のテーマ（素材）を巧みに調理し、
「逸品」に仕上げていきます｡
「料理部門」と「みやげもの部門」
の両部門を、このコーナーで紹介し
ていきます｡

平成15年度　料理部門　最優秀賞�

金目鯛の味噌漬と�
パプリカの磯辺巻き�

金目鯛は味噌漬になっているものを
使い、パプリカはオレンジとキイロ
を使用します。子どもに喜ばれるし、
ビールのおつまみにも合いますよ。

創作者�
齋藤裕子さん�

　このコーナーは、社会教育指導
員の江口千代美さんがお届けする
ダンベル体操のコーナーです。

ご注意　一つの運動を、10～15回を目安
にして行う・ひざはいつもゆるめて
（軽く曲げて）おく・ダンベルを握る
時は、常に手首を内側に内傾させて固
定する・ダンベルの重さは、500g～
２kgを目安にする

①片手引き上げ・下げ運動�
背筋を伸ばし
て片方の手に
ダンベルを持
ち、もう一方
は太ももに置
いてください。少し腰を落として
前傾姿勢に。ダンベルを上げ、ひ
じが曲がらなくなったら、ゆっく
り戻してください。
②片手巻上げ・下げ運動�

背筋を伸ばし
て前傾姿勢に
なり、片方の
手を太ももに
置いてくださ

い。ゆっくりとダンベルを後ろに
上げ、限界まできたらゆっくり下
ろしてください。

材料（4人分）�
金目鯛の味噌漬切り身2枚・パプリ
カ（オレンジ・キイロ）2個・サン
ドイッチ用食パン8枚・のり2枚（8枚に切る）・大葉8枚・水どき小麦粉適量・揚げ油
適量・抹茶、塩適量（抹茶と塩を少しいる）�
�
作り方�
①金目鯛の味噌漬は骨を取り、8枚に切る�
②パプリカは少し薄めにパンの長さにあわせて切る�
③大葉にパプリカと魚を入れてパンで包み、のりで巻いて水どき小麦粉でとめる�
④適温160℃の油の中に入れ、カラッと揚げる�
⑤皿に盛り、食べやすく二つに切る�
⑥そのままでも食べられますが、好みで抹茶と塩を少しかけてもいいです�
※金目鯛に味噌味がついていて、パンもさくさくしているので、とても美味しく召し 
　上がれます。彩りにレタスやトマトも添えてみてください。�

狂犬病予防注射日程表

10:00～11:00

13:30～14:00

14:20～14:50

10:00～11:20

11:45～11:55

13:20～13:50

14:20～15:00

10:00～11:20

13:30～14:50

10:00～10:50

11:10～11:40

13:30～14:00

14:20～14:50

10:00～11:20

13:30～14:50

10:00～11:20

13:30～14:30

9:50～10:20

10:45～11:45

13:30～14:00

14:30～15:00

伊東公園
小川神社
美化推進課車庫
八幡野コミュニティセンター前広場
赤沢漁協会館
生涯学習センター池会館裏駐車場
大室高原管理センター
宇佐美芝原公園
鎌田公園
富戸コミュニティセンター
三の原共選場跡地
一碧湖一碧園駐車場
吉田区民会館
小室町会館
宇佐美郷戸公園
荻区民会館
十足公民館
伊東市役所駐車場

伊東市民体育センター駐車場
（旧勤労者体育館）

イルカ浜駐車場
観光会館前

実施日

4月　
11日
㈫

12日
㈬

13日
㈭

14日
㈮

17日
㈪

18日
㈫

19日
㈬

会　　　　場 時　　間

左の表のとおり行いますので、犬を飼っ
ている方はお越しください。注射料金は
3,320円です。新しく犬を飼った方は、登
録手数料3,000円が別途必要になります。

t環境防災課　☎内線２４８５

打ちます！
～狂犬病予防注射～

えっ!
チュウシャ!?
打つの？
ほんとに打つの…

ダ

ン ベ ル 体

操

ちよみのちよみのちよみのダ

ン ベ ル 体

操

ダ

ン ベ ル 体

操

13 2006.4



お
た
よ
り

Vol.28
Beautifu

l

Mind

皆さんの声をお聞かせください
　皆さんからのおたよりを募集しています。市役所について思
うことなどのほか、「感謝の気持ち」「今になって謝りたいこ
と」など、お気軽におたよりをお寄せください。50字ぐらい
の短いものでも大歓迎です。紙面掲載時に匿名希望の方でも受
け付けます。
　FAX（36-1104）またはハガキに住所・氏名・年齢・電話番号
と、ご意見を記入の上、秘書広報課（〒414-8555大原二丁目
1番1号　広報担当宛て　☎内線2224）までお申込みください。
e-mail（hisyo@city.ito.shizuoka.jp）でも受け付けています。

このコーナーでは、市民の方の
ご意見を掲載しています。日ご
ろ皆さんが思っていること、感
じていることなどを、どしどし
お寄せください。��� t生涯学習センター中央会館 d36-5411 ℻36-4166

　このコーナーでは、皆さんの生涯学習情報の
交換のお手伝いをしています。
　内容についてのお問い合わせは、直接、代表
者または連絡先などにお願いします。

《2006年度春学期生募集
　　　　　　　　東海大学付属望星高等学校》
　衛星ラジオ放送を利用し、自宅で学習できる
単位制による通信制課程の高校です。年齢など
を問わず、どなたでも学習でき、終了すると高
校卒業の資格が得られます。
募集期限　４月21日㈮
学習方法　衛星ラジオを聞き、月２～３回日曜
日に登校し、学習レポートを提出します。
問い合わせ　東海大学付属望星高校
　☎054-261-2950

新規会員を募集します
《伊東市少年少女合唱団第31期団員募集》
代表者　村田武
連絡先　杉田純子　☎47-0524
活動場所　暖香園ボウル
　２階大会議室
練習日　毎週土曜日
　14時～15時45分
会　費　毎月2,000円
　後援会費年3,000円
会員数　男子８人　女子63人　計71人
募集学年　小学２年～６年生
募集期限　４月30日（日）まで

《伊東おやこ劇場～体験入会募集》
　伊東親子劇場では、４月16日に行われる『ア
ンディ先生のマジック教室』において、体験入
会を受け付けます（要予約）。
開催日時　４月16日㈰
　①13時30分～　②16時30分～
会　場　生涯学習センターひぐらし会館
会　費　体験入会　2,000円　
　　　　例会以降　月９００円
事務局　辻井好美　☎36-3210

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生涯学習課からお願い！
　生涯学習課では、2006～2007年版「まなび
のとびら」（伊東市生涯学習情報誌）をリニュ
ーアルしました。新たなサークルや団体などを
掲載し、生涯学習情報を発信します。
「まなびのとびら」は、市役所生涯学習課、各
生涯学習センター、各コミュニティセンターな
どに置いてあります。

tワクワク伝言板係　☎36-5411

・犬のフンは必ず持ち帰って！
　わたしの家の近所には、空き地が
あります。その空き地へ朝早く、ま
だわたしたちが眠っている時間に、
犬の散歩をする人がいて、フンをさ
せていきます。もう10年間も続い
ています。本当に困ってしまいます。
昨年は、そこから蚊や害虫などが出
てきて、そのた
めか、わたしも
近所の人も皮膚
病にかかって、
大変つらい思い
をしました。
「広報いとう」
で、フンは必ず持ち帰るよう飼い主
の方に呼びかける企画をしてほしい
と思います。

（Ｋ．Ｙ）

�
・長い視野で独創的なまちづくりを
　伊東市で毎週末を過ごすようになって、三年目。こ
の度、初めて「広報いとう」が届きました。市政をは
じめ、さまざまな活動を垣間見ることができました。
　地元の神事にもふれ、すばらしい伝統文化に真摯
（しんし）に向き合う若者たちに感動しました。観光
客に見せるためでもない地元に根付いた祭り。着実に
受け継がれていることは本当に喜ばしい限りです。
　すばらしい自然に恵まれた伊東を、ありきたりの温
泉街にとどめることなく、古き良き伝統を残しつつ、
総合的にクリエイティブな空間になるよう、整備をお
願いします。森が魚を育てるの例のごとく“自分さえ
良ければ”という意識を改革することが大事だと思い
ます。うわべばかりを取り繕（つくろ）ったり、ほか
の真似に終始したり、ミニ東京になることだけは避け
たいものです。
　気候風土を生かし、歴史を大切にし、長い視野で独
創的なまちづくりをしていただきたいと思います。

（空海子）

春らんまんは、すぐそこにあります�

4月29日（土・祝）～5月5日（金・祝）�

小室山つつじ祭り�

広報いとう 14
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ビューティフルマインドは、市内に住む若い方
を紹介するコーナーです。お問い合わせは秘書
広報課（☎内線２２２４）まで。

佐藤愛衣さん
（鎌田）

・劇団に所属しているそうですね
　はい。伊東ミュージカル劇団に、３年前から所属し
ています。新聞で団員募集の記事を見て入団しました。
３月中旬までは「ミーナの冒険川くだり」に、そして
今は「青い目のサムライ」（三浦按針の物語）の練習
を、がんばってやっています。

・演劇をしていて、どんなことを感じますか
　日本語って難しいなって思います。アクセントのつ
け方や、きちんと聞こえるための発声の仕方など、本
当に勉強です。ただ声が大きいだけでは観光会館の後
ろの方までうまく伝わらないんです。

・趣味などはありますか
　いろいろあるんですけど、一つ挙げるとすれば海外
旅行ですね。今までに世界遺産を３か所まわっている
んですが、中でもアメリカ・カリフォルニア州のヨセ
ミテ国立公園は良かったです。景色が素晴らしかった
のはもちろんですが、原住民迫害の歴史を学んだり、
公園で働く職員の話も聞いたりするなど、得るものが
大きかったです。

・市民の方に伝えたいことはありますか
　伊東では、市民の方が文化活動に接する機会があま
りないように感じます。少しでも興味があったら、劇
団の練習風景をのぞいてみてください☆

芸術家の�

たち�
卵�芸術家の�

たち�
卵�

「下絵のスケッチを100枚以上描いて、その中か
ら選んだ1枚を仕上げました。抽象画に近いもので
すが、試行錯誤して何度も塗り重ねました。音楽を
楽しんでいる人たちを描いたものです。3月21日
～25日には〈はんが甲子園〉にも出場してきまし
たよ」�

三條　海さん�
伊東高校�
城ヶ崎分校�

静岡県高等学校美術・工芸展入選�

「響　感」�

さんじょう　　うみ�

春らんまんは、すぐそこにあります春らんまんは、すぐそこにあります�

4月2929日（土・土・祝）～5月5日（金・金・祝）�

小室山つつじ祭り�
春らんまんは、すぐそこにあります�

4月29日（土・祝）～5月5日（金・祝）�

小室山つつじ祭り�

（　　　　　）�
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■法律相談　＊要電話予約8人　予約開始4月3日㈪8時30分～
　　 11日㈫・26日㈬ 【鳥井明典弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥ 8時45分～11時30分
　　 18日㈫ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥ 8時45分～11時30分
■税務相談
 10日㈪ 【杉山與作税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
 21日㈮ 【内田均税理士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■登記の相談　＊先着6人
 6日㈭ 【鳥井重雄司法書士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■交通事故相談　＊要電話予約４人
 7日㈮ 【県交通事故相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～15時
 18日㈫ 【菊池信廣弁護士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政相談
 20日㈭ 【山本彰行政相談委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■人権法律相談　　
 6日㈭ 【原久米雄人権擁護委員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■行政手続きと表示登記相談（相続関係・表示登記）
 12日㈬ 【行政書士・土地家屋調査士】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10時～正午
■警察の出張相談
 12日㈬ 【警察署相談員】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13時～15時
■市民相談要望
　　月～金曜日　祝日除く　【市相談担当】 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８時30分～17時

■教育相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK生涯学習センター中央会館　☎37-7476
　　月曜日・祝日を除く毎日　9時～16時30分
■家庭児童相談
 ‥‥‥ U家庭児童相談室　☎37-9667（10時～16時）児童課　☎内線2541
　　月～金曜日　10時～16時 ＊要予約 K中央児童館「はばたき」２階
■心配ごと相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK社会福祉協議会　☎36-5512
　　毎週水曜日　13時30分～16時
■保健相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK保健福祉センター　☎37-6321
　　毎週月曜日　9時30分～11時・13時～14時
■消費生活苦情相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ UK環境防災課　☎ 内線2436
　　毎週金曜日　13時～15時
■住まいづくり相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ U都市計画課　☎ 内線2641・2642
　　毎月第２水曜日　10時～正午　K市役所３階会議室
■年金相談 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥U保険年金課　☎内線2557
 4日㈫ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所地下会議室
 11日㈫ 10時～14時30分　【杉村労務管理事務所】　市役所５階中会議室
 17日㈪ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　伊東商工会議所
 26日㈬ 10時～14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室

困ったときは、お気軽に…　TK市民サービスセンター  ☎内線2226

各種相談

■健康相談 26日㈬ 9時～15時30分 保健福祉センター
　＊要予約　☎37-6321

■こころの健康相談 21日㈮ 13時～15時 保健福祉センター
　＊要予約　熱海健康福祉センター　保健福祉課　☎82-9120

ほけんコーナー　お問い合わせ　保健福祉センター　☎37-6321

急病になったら
●夜間（毎日午後７時～午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時～午前８時）は…市立伊東市民病院へご相談ください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎37-2626）

●休日（午前９時～午後５時）は………各当直医へ ※緊急の場合は☎119へ

補聴器の相談会　お問い合わせ　社会福祉課　☎内線2519

 7日㈮ 13時30分～15時 保健福祉センター

 17日㈪ 10時～15時 保健福祉センター

 18日㈫ 10時～15時 八幡野コミュニティセンター

 24日㈪ 13時～15時 保健福祉センター

３日㈪　10時～15時
伊豆急行本社前（伊豆高原駅）

Ｈ16. 9月生まれ

Ｈ16. 3月生まれ

Ｈ15. 3月生まれ

Ｈ18. 1月生まれ

19日㈬　13:00～14:00

5月2日㈫　 9:15～10:30

12日㈬　13:00～14:00

27日㈭　受付12:45～13:15

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種

対　　象 日　　時 会　場

保健福祉
センター

献血にご協力ください!!

t社会福祉課　d内線2512

※身分証明書をお持ちください。
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当直医は、変更になる場合があります。最新の情報は、テレホンサービスや市のホームページでご確認ください。�
■当直医や法律・税務などの情報は…テレホンサービス4411　☎37-4411　　■季節の催物情報は…伊東観光協会　☎37-6105

年金相談

春の全国交通安全運動（～15）

登記の相談
人権法律相談

世界保健デー

交通事故相談

伊豆高原桜まつり（～２）
伊東温泉春の植木市（～３）

当直医
nsはぁとふる内科泌尿器科伊豆高原
 d53-5000

gたかやす医院 d32-0362

税務相談
法律相談
年金相談

住まいづくり相談
行政手続きと表示登記相談
警察の出張相談

当直医
n横山医院 d35-0431

g青木クリニック d45-5115

年金相談
法律相談
交通事故相談

行政相談

フジサンケイレディスクラシック
　　　　　　　　　（～23）

税務相談

当直医
n長谷川胃腸科内科医院 d36-2851

g阿部脳神経外科医院 d36-9113

広報いとう５月号配布予定 法律相談
年金相談

　みどりの日
第35回つつじ祭り（～5/5）

当直医
n佐藤病院 d37-2226

gこむろ医院 d45-3967

s日吉医院 d37-0763

当直医
nかとう内科・皮フ科クリニック d32-2535

gメディカルはば伊豆高原 d33-1200

当直医
n伊東病院 d37-8888

g張脳神経外科クリニック d32-2539

s川奈臨海学園診療所 d45-0509

被害に遭わないために
・隙を見せない
・バックを肌身離さない
・執拗に付きまとう人に注意
・突然ぶつかってくる人に注意

t伊東地区防犯協会　d３８－１０８０

狙われるのは、こんな時、こんな人
・ 混雑しているイベント会場、バーゲン会場
・ ショーなどの催しに夢中になっている
・ 歩きながら携帯電話を使っている
・ 中身の見えるバック
・ 両手がふさがっている
・ ズボンの後ろポケットに財布を入れている

スリ
ひったくりに
ご用心！



市役所へのご連絡は
TEL.0557-36-0111   FAX.0557-36-1104

ホームページ  http://www.city.ito.shizuoka.jp/
E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp
〒414-8555　伊東市大原二丁目１番１号

　庭先に、花木を植えませんか。つつじ

の苗木200本と、花の苗を400ポット用

意します。お出かけください。

日時：４月29日㈯みどりの日

　10時～なくなり次第終了

会場：小室山公園リフト乗車駐車場横の

広場

t振興公社　d37-7135

●新一年生が、登下校します。運転する

方は、細心の注意をはらい運転をして

ください。

●高齢者の交通事故が多いです。高齢者

を見たら、運転のスピードを落とすな

ど、事故防止に心がけてください。

t環境防災課　d内線2437

　点字版の「県民だより」「県議会だよ

り」と、カセットテープに収録した「こ

えの県民だより」「こえの県議会だよ

り」を希望者に、配布、貸し出ししてい

ます。

　ご希望の方は、下記へご連絡ください。

　　県民だより…県広報室

d054-221-2233

県議会だより…県議会事務局調査課

d054-221-2559

日時：４月７日㈮　10時～16時

会場：富士市役所6階　第３会議室

内容：鑑定評価、価格、賃料、売買、交

換、借地、借家、相続、贈与、その他

土地に関係すること

申込：当日会場で受付

t㈳静岡県不動産鑑定士協会

d054-253-6715

　春の花木を、たくさん用意しています。

日時：４月１日㈯～３日㈪

　８時30分～17時

会場：松川藤の広場

t産業課　d内線2738

　10月10日以降の新規登録や移転登録

等をする車から、「伊豆ナンバー」に順

次切り替わっていきます。　

　動く広告塔として、全国に「観光地伊

豆」をPRすることが期待されます。

伊豆ナンバーＱ＆Ａ

Ｑ.伊豆ナンバーに切り替わる車は？

Ａ.125cc以下の原動機付自転車、小型

特殊、ミニカーを除く全車種が該当します。

Ｑ.現在、沼津ナンバーですが、10月10

日になったら、伊豆ナンバーに変更しな

くてはならないのですか？

Ａ.強制的な変更ではありません。新規

登録の際や移転登録、変更登録等により、

ナンバープレートを変更する際に順次伊

豆ナンバーになります。また、希望する

場合にも、変更できます。

t沼津自動車検査登録事務所

d050-5540-2051

軽自動車…軽自動車検査協会沼津支所

d055-988-3847

■税の使いみち

　災害防止や水源かん養など、森の力を

回復するために使われます。

・スギやヒノキの人工林を伐採し、広葉

樹との混交林化を促します。

・竹林や過密化した広葉樹の里山林の適

性密度化を図ります。

■税の仕組み

　県民税均等割に加算されます。

●個人　年額400円

１月１日現在で

・県内に住所がある方

・県内に事務所、家屋敷等がある方で、

それらがある市町内に住所がない方

＊平成18年度から適用

＊所得が一定の基準以下で、県民税均等

割が課税されていない方は、非課税

●法人　均等割額の５％

　県内に事業所などを持っている法人等

t県総務部税務室（税の仕組みのこと）

d054-221-2337

県環境森林部環境政策室（使いみち）

d054-221-2978

額年税額

6,500円

2,500円

1,000円

　　資本等の金額

１億円超、10億円以下

１千万円超、１億円以下

１千万円以下

伊豆ナンバー見本プレート

つつじの苗木と春の草花を
無料でお配りします

春の全国交通安全運動
４月６日㈭～15日㈯

点字とテープの
「県民だより」「県議会だより」

を配布・貸出します。

不動産の無料相談会

伊東温泉  春の植木市伊豆ナンバー  10月10日導入森林づくり県民税スタート
も り

安全は　自ら
　　　うちから　地域から



市役所からのお知らせはCVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送中

休日：４月９日㈰　８時30分～17時

夜間：４月27日㈭　17時30分～19時30分

　　　４月28日㈮　17時30分～19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

t収納課　d内線2375

◆市水道の夜間・休日の修理◆ ◆市税・国保税納税相談会◆

◆人口と世帯数◆
人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

(    )

(    )

(    )

(    )

(   )

(   )

(   )

(   )

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

75,233

35,467

39,766

33,686

-41

-21

-20

-27

+3

+2

+1

-1

546

152

394

298

外国人登録
人　口

３／１現在
（　）は前月比

◆不用品バンク◆
○家庭で必要なくなったが、まだ使えるのでゆずりたい

ものや、ゆずってほしいものを、登録し、紹介します。

○登録商品や詳細については環境防災課☎内線2436まで。

伊東市の２月の主要生活物資の物価指数は103.9です。

◆４月の納税納期限は５月１日㈪◆

市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

t収納課　d内線2374

軽自動車税�

　４月１日から、老人福祉法第29条の

有料老人ホームに関する規定が改正施行

されます。新たに有料老人ホームに該当

することになる場合、県知事への届出が

必要になります。

　４月１日以降に入居する方から前払金

を受領した場合は、有料老人ホーム設置

者は、その保全措置が義務付けられます。

t県健康福祉部介護保険室

d054-221-3243

　多くの種目で、ねんりんピック静岡大

会の予選を兼ねます。

大会期間：５月20日㈯～６月11日㈰

会場：県草薙総合運動場ほか

種目：卓球、ゲートボール、ペタンク、

マラソン、グランドゴルフ、水泳、囲

碁、将棋など25種目

対象：60歳（昭和22年４月１日以前生

まれ）以上の県内在住者

申込：種目により、申込先・締切日が違

いますので、下記へお問合せください。

一番早い締切日は、ゲートボールの４

月７日㈮です。お早めにお問合せくだ

さい。

費用：種目により異なります。

tしずおか健康長寿財団

d054-253-4221

　県では、屋外広告物条例を改正し、こ

れまでの屋外広告業の届出制度に替えて、

登録制度を導入しました。

　４月1日から、県内で屋外広告業を営

むためには、知事の登録を受けることが

必要です（静岡・浜松市除く）。

　登録手続きは、熱海土木事務所へお問

合せください。制度の内容や手続き等は、

県のホームページにも掲載されています。

■屋外広告物を表示または設置を依頼す

る場合

　屋外広告業登録業者に依頼をしてくだ

さい。

■屋外広告物を表示又は設置する場合

　許可が必要な場合があるので、事前に

市役所都市計画課へご相談ください。

t県熱海土木事務所　d82-9186

市役所都市計画課　d内線2643

●平成18年度の評価額を登録した固定

資産課税台帳を見ることができます

対象：納税者の方（借地・借家の方でも、

使用または収益の対象となる部分につ

いては見ることができます。賃貸借契

約書等の確認をさせていただきます）

●土地・家屋価格等縦覧帳簿を見ること

ができます（所在・地番・地目・面

積・価格等が載っています）

対象：伊東市に土地・家屋を所有してい

る納税者の方

※代理で閲覧・縦覧される方は、委任状

が必要になります。

日時：４月３日㈪～５月31日㈬

　８時30分～17時（土・日・祝日除く）

会場：市役所課税課（高層棟2階）

t課税課　d内線2351

有料老人ホームの法律規定改正第17回
県すこやか長寿祭スポーツ
大会出場選手募集

屋外広告業登録制度の導入固定資産課税台帳の閲覧と
土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

※水道当番店は、配水本管・一般家庭水道メーターまでの漏水修理が原
則で、一般家庭内の修理依頼は、別枠として有料です。夜間９時以降
は割増料金がかかります。（　）は夜間専用電話です。

３月31日まで

常時10人以上

のご老人が入所

食事の提供

その他の日常生

活上必要な便宜

を供与

老人福祉施設は

非該当

４月１日から

ご老人が入居

（１人でも）

入浴・排泄・食事の介

護、食事の提供

その他の日常生活上必

要な便宜を供与

老人福祉施設、グルー

プホーム等は非該当

旧 市 内 宇 佐 美 富戸・八幡野・池・赤沢
3／26

～4／1

4／2

   ～8

4／9

  ～15

4／16

  ～22

4／23

  ～29

4／30

～5／6

富 戸 工 業
51-1224･51-0059
田 畑 設 備
51-0103

牧 野 設 備
51-0311

中 西 工 業
51-1317

伊 豆 設 備 工 業
51-1748(53-2536)

小 川 設 備 工 業
54-1641

太 陽 電 機 工 業
47-0310･48-9076
協 和 設 備
48-8927･48-8867
ナ ゴ シ 設 備
47-1994

杉 下 設 備 工 業
48-9126

山 晴 配 管 設 備
47-3509(47-3593)

佃 設 備
47-2673

川 口 工 業 所
37-4906

正 木 水 道 設 備
37-9209

青 野 設 備 工 業
37-8254

松 本 設 備 工 業
38-5131

ヨ コ モ ト 設 備
32-5107

共 栄 設 備
36-2151
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「広報いとう」は、わかりやすい内容で、多
くの皆さんに読んでいただける紙面づくりを
目指しています。ご意見をお寄せください。
〒414-8555　伊東市大原2-1-1　秘書広報課

■市役所　☎0557-36-0111　℻0557-36-1104�
　　　　　E-mail  hisyo@city.ito.shizuoka.jp�
■宇佐美出張所　☎48-9004　■川奈出張所　☎45-1075�
■富戸出張所　☎51-0010　■対島出張所　☎53-0002�
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編・集・後・記
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。
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門野中学校�
男子テニス部�
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史
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果
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た
い

文化を高め、
　　　教養を豊かにしましょう

伊東市民憲章�

　わたしの妻は島田市出身だ。当然「広報
しまだ」を見たり、読んだりしたことがある。
だから、他市の広報紙と比較することがで
きる。
　皆さんが他市の広報紙を見てみたらどう
思うだろう？　当然、「広報いとう」の「こ
こがいい」とか「あそこを改善すべき」と
いう話になってくると思う。でも、市民の
皆さんが他市の広報紙を選択することはで
きない。伊東市の情報そのものは、「広報
いとう」を見て得るしかないからだ。
「広報いとう」を読む妻の後ろ姿を見ると、
市民の皆さんが同じように読む姿が想像さ
れ「やっぱりわたしには責任が重いなぁ」
などと思う今日このごろである。　　（Ｓ）
　脳年齢44歳。脳年齢がわかるゲームを
やった結果です。掛け算・足し算・引き算は、
とっさにでてこないし、音読はつっかえつ
っかえでした。日ごろ、体のトレーニング
は意識してやっても、脳のトレーニングは、
受験勉強が最後。でも、脳も鍛えれば実年
齢に近づくらしいので、44－11＝？に結
果が追いつくよう、励んでみます。　（Ｍ）

もうすぐ幼稚園！
　早くみんなと
　　　　　遊びたいなー。
毎日、おねえちゃんを
追いかけ回してまーす！

上原新吾さん　恵理さん（荻）の

ま

ごしん え り

ひろ

れ お

長女 ちゃん茉祐
（３歳）

長男 くん玲大
（０歳10ヶ月）
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